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をすれば、「いわゆる風評被害をなくすことに努力しますので、1 番目と 2 番目
の提言のようにお金を出してください」と言っているように見られかねないもの
になっています。これらの学会の声明というのは、先行する事業仕分けのときに
出された科学技術予算削減に反対する内容の学会長連名宣言とほぼ同内容と言わ
れていますので、同様の意図から今回の声明が出たと思われます。ここに、現代
の自然科学の学問が、資金の出所にばかり目が向いているということを表す象徴
的なエピソードであることが窺えます。本来は間接的、直接的に、人々の幸福の
ために予算を取っているはずの学問が、人々の生活と健康が危機に瀕している時
に、なぜ予算確保が最優先事項になってしまったのかについて真剣に考えなくて
はなりません。
［むかい こういちろう］
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